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 近年の遺伝子情報の集積により、遺伝子産物の機能、重要度類推が容易にな

ってきた。我々は脊椎動物の中枢神経系にLeucine-rich repeat(LRR)を持った

膜貫通タンパク質が数多く発現することに注目し、これらが高次脳機能の成り

立ちに役割を持ち、神経疾患の発症にも関わるのではないかという仮説を立て

て、系統的な変異動物の作製・表現型の解析に取り組んでいる。これまでに解

析したすべての系統で不安、抑鬱、多動、感覚運動情報処理障害、社会性低下

などに関連した行動異常がさまざまな組み合わせで見いだされており、標的と

した遺伝子群が高次脳機能に重要であるという確信が得られた。現在これらの

変異マウスストックについて、組織学、生化学、電気生理学的な解析が進めら

れている。 
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